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新型コロナウィルス感染症への対応と情報提供について 

 

 陽春の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素
は、本校の教育活動に、ご理解･ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 
 さて、始業式や入学式を迎えた第一週より、給食調理員に関わる感染の懸念から給食提供が2日
間できず、大変ご迷惑とご心配をおかけしました。また、4月11日（月）には、5年1組および
スクールバス利用者、げんきっず利用者等、関係する児童や大人が集団でPCR検査を受けること
になり、保護者様や関係者様にお世話をおかけすることとなりました。 
 上記のいずれも、対応は一刻を争うものだったため、マチコミや電話で、該当する児童の保護者
様にのみ、お伝えをさせていただきましたが、該当しない児童の保護者様にとっても、全体像がわ

からず、不安に感じさせてしまうこともあったかと、心苦しく思っております。今後の対応につき
まして、変更点も含めて改めて周知させていただきますので、ご理解とご協力をお願い致します。 
なお、以下の対応については「オミクロン株」が主流である間のものであるということもお含み下
さい。 

記 
○陽性者が校内で発現した場合 
変更前 
学級内で陽性者が発現した場合、濃厚接触者が特定されるまで、その学級児童は一斉下校し自宅

待機。 
変更後 

これまでの行動を振り返り、学校において濃厚接触の可能性がないと判断をした場合、必ずしも
学級全体を緊急下校させないこともあります。該当児童については治療が完了するまでの出席停止
となります。但し、その児童と密接に、一定以上の時間、活動を共にした児童等に絞って自宅待機
を願い、濃厚接触者と判定された場合は、PCR検査や抗原検査の対象となります。 
 
○同じ学級内または同じ集団内で、複数の感染者が見られる場合 
市教育委員会や保健所の助言や指示を仰ぎ、学級全体または集団全体を臨時的に下校させ、濃厚

接触者の判定を待つ場合もあることをご了承ください。 

 
○学校からの情報提供について 
未知なる感染症に対しての不安や恐怖から、感染した方や濃厚接触者となった方に対しての誹

謗･中傷が起こり、お子様もご家族の皆様も安心して暮らせず、心を痛める事例が、全国各地で生
じていることを鑑み、感染者が出た場合、全てのご家庭に、具体的な内容を逐一お伝えすることは
本意ではなく、関わる対象者のご家庭にのみお伝えしていく方向性は、今後も変わりませんので、
その点については、ご理解を願います。ご心配なことがある場合は、学校にお問い合わせいただき
ましたら、可能な限りでお答えをさせていただきます。 

 
○早期の情報提供にご協力ください 
 児童本人はもちろん、家族が抗原検査やＰＣＲ検査を受けることになった場合や、濃厚接触者と
なった場合、学校（63－1803）へご連絡ください。また児童本人が陽性になった場合のみ、平日
時間外や土日でも市役所宿直室（63－2110、63－2115）までご連絡ください。 

 
○人権教育の充実 
この感染症が流行を見せ、閉塞感の強い世の中となりましたが、お子様たちがなかまを大切にし

て、互いを認め合い、励ましあえる関係作りをするために、学校では様々な学習をしています。人
権を尊重し、一人ひとりを大切にできる学校環境を作るために、教職員、保護者の皆様、地域の皆
様と、互いに手を携えて子どもたちの育ちを支援していきたいと思いますので、今後も、ご理解･
ご協力をお願いいたします。 


